
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1206  2022 年 1 月 9 日 10:30~ 

牧師  山本護        司式  青柳明美     奏楽 山本恵美  ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  56 なぬかのたびじ 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 詩編 2:7 

       マタイによる福音書 3:13~17 

讃 美 歌 256 つみのやみ 

説  教  『 神の内に迎え入れられる 』 

祈  禱 

讃 美 歌  294 みめぐみゆたけき 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 544 あまつみたみも 

祝  禱   後  奏        

 洗礼者ヨハネがヨルダン川で洗礼を授けている場に、イエスはガリラヤから 3~4 日もかけてやって

来た。イエスは洗礼を受けたいと申し出たが(3:13)、ヨハネは「わたしこそ、あなたから洗礼を受け

るべきなのに(3:14)」と二の足を踏む。ところがイエスは、「今は、止めないでほしい。正しいことを

すべて行うのは、我々にふさわしいことです(3:15)」と半ば強引に迫って、洗礼を授かった。 

イエスに「〝我々〟にふさわしい正しさ」と言われても、ヨハネは「我々」に含まれる自分の正し

さが分っただろうか。いや、分からないまま「イエスの言われる通りにした(3:15)」。荒れ野で求道的

に生きるヨハネでさえ(3:4)、神の御心の奥は分らない(3:14)。自分より遥かに大いなる方が(3:11)、こ

んな自分から洗礼を受けるなんて(3:13)、信仰深いヨハネにとって相当な抵抗感であったろう。 

 イエスが語る「我々にふさわしい正しさ(3:15)」は分りづらいが、困惑するヨハネの気持ちは分る。

そうだ、ここで私たちが手本にできるのは、イエスではなく、洗礼者ヨハネではないか。ヨハネは超

がつくほど熱ある信仰者だが、自分の限界は謙虚に自覚している(3:11)。己が限界に冷静であるがゆ

えに、イエスの求め(神の御心)に逡巡しても、分らないまま従った(3:15)。ヨハネは分らないまま、神

的なイエスに応えて洗礼を授けた(3:15)。ただここで完全に納得していたわけではない。後になって

獄に捕われたヨハネは、弟子をイエスの許へ送り「来るべき方はあなたでしょうか。それとも、ほか

の方を待たなければなりませんか(11:3)」と尋ねている。ヨハネといえども揺れ動いているらしい。 

 納得しての服従は普通だが、ヨハネのように揺れ動きつつ、分らないまま従う所に未知は開かれる。

思考を停止させ、判断を放棄するのではない。むしろ理性的であるがゆえに自らの限界を知り、そこ

から未知なるキリストに踏み込む感じだ。聖書を頼みとし、揺れ動きながらも聖霊が吹く方位に従う。 

 イエスは、ヨハネによる洗礼で神に服従した。ヨハネは、訝りながらイエスの求めに応じて神に服

従した。この「我々にふさわしい正しさ(3:15)」は、服従する者に広がっていく。私たちはキリスト

による聖霊の洗礼で神に服従する(3:11)。服従によって私たちは、イエスとヨハネの「我々」の内に

加えられる。おずおず挨拶する私に、イエスとヨハネが「おおっ、よく来たな、こっちに来て焚火に

当たれよ」と迎え入れてくれるイメージか。何とも畏れ多く、照れくさいほどに光栄なイメージだ。 

イエスが洗礼を受けると、「天がイエスに向かって開いた。イエスは、神の霊が鳩のように御自分の

上に降って来るのを御覧になった(3:16)」。「我々の正しさ(3:15)」は実現したが、ヨハネには御心の奥

が分らない。罪の告白の洗礼(3:6)、悔い改めの洗礼(3:11)。この人間の罪と悔い改めを、神の子は自

ら洗礼を受けることで負った。これが奥の御心だ。すなわちイエスの受洗は、十字架に他ならない。 

 「〔これはわたしの愛する子、わたしの心に適う者〕という声が天から聞こえた(3:17)」。御子イエ

スのことではあるが、詩人の言葉と響き合う。「主はわたしに告げられた。〔お前はわたしの子、今日、

わたしはお前を生んだ〕(詩編 2:7)」。イエスは洗礼を受けて罪人と共におられる。ゆえに私たちは、

神と御子の結びつきの内にまで迎え入れられている。だから「お前はわたしの子(2:7)」と呼ばれる。 

揺れ動いているのだから 信仰心を固定することはない 分る明るさはそのままでいい 分らない

闇には心開いておきたい 光の移動で片隅が見える時もあるから 揺れ動く信仰心 むしろ創造的 

1/15(土)1:30～3:30八ヶ岳ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｶﾌｪ開店。1/17(月)10:00～11:30甲府での聖研(YMCA)。1/14(金)

集会所で試写会。牧師の動き:1/10分区教師会、1/13刑務所教誨。「いき」への寄稿、募集中です。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


